
 

令和８年度 城陽市認知症総合支援事業 

 

連続講座 『家族が学ぶ認知症のこと』 
 

    高齢者の５人に１人がなると言われる「認知症」。認知症と診断されても希望を失わず、住み慣れた環境 

で穏やかに生活を続けるためには、本人やその家族が正しい理解を持つことが大切です。 

  本講座では専門家による講演を通じ、認知症について３回の連続講座でみなさんと一緒に学びます。 

講演の後には、参加者による交流会を毎回実施します。あなたの思いや悩みを共有しませんか？ 

 

≪対象者（城陽市に在住の方）≫ 

〇 初期～中期の認知症の家族を在宅で介護している人 

          ※ ３回連続講座のうち、一部のみの参加も可能です。 

※ 希望者多数の場合は全３回に参加できる方を優先いたします。 

※ 介護専門職、民生委員、その他福祉関係者等の聴講もお待ちしています。（要申込） 
 

≪開催場所≫ 

城陽市立福祉センター １階ホール （城陽市寺田東ノ口１７）  
 

≪講座概要≫ 
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

≪問い合わせ・申込先≫ 

城陽市 高齢介護課 高齢福祉係 （ ） 

または申込フォーム（https://logoform.jp/form/T3Py/1708709）から→ 

※受講申込時は、受講希望者と現在介護されている方の情報をお聞きします。 

        

～本事業は城陽市と公益社団法人認知症の人と家族の会京都府支部の共催です～ 

開催日時 講演内容 担当講師

第１回
 １０月１５日（木）
  13:30〜15:30

仲間とつながろう〜介護者の想い〜
認知症の人と家族の会
 京都府支部 会員

第２回
 １１月１９日（木）
  13:30〜15:30

認知症について正しく知ってつながろう
〜医師に聞いてみたいこと〜

京都府立洛南病院
 中村 陽子 医師

第３回
 １２月１７日（木）
  13:30〜15:30

認知症の方への関り方
東部デイサービスセンター
 職員


